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                港区教育委員会会議録        第２２９４号 
平成２２年第１回定例会 

 

日 時 平成２２年１月１９日（火） 午前１０時００分 開会 

場 所 教育委員会室 

「出席委員」            委 員 長         小 島 洋 祐 

                  委      員        南 條 弘 至 

                  委      員        澤   孝一郎 

                  委      員        半 田 吉 惠 

                  教 育 長        髙 橋 良 祐 

 

「説明のため出席した事務局職員」  次      長        小柳津   明 

                  庶 務 課 長        伊 藤 康 博 

                  教育政策担当課長        伊 藤 康 博 

                  （庶務課長兼務） 

                  学校施設計画担当課長        野 澤 靖 弘 

                  学 務 課 長        新 宮 弘 章 

                  生涯学習推進課長        大 竹 悦 子 

                  図書・文化財課長        森   信 二 

                  指 導 室 長        加 藤 敦 彦 

 

「書 記」             庶務課庶務係長        岡 田 圭 子 

                  庶 務 課 庶 務 係        常 盤   茂 

 

「議題等」 

日程第１ 審議事項 

 議案第１号 「港区教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価」報告

書について 

議案第２号 用地の取得について（秘密会） 

議案第３号 旧芝浜中学校の教育財産の用途廃止について 

議案第４号 港区立学校設置条例の一部を改正する条例の施行期日を定める規則について 

日程第２ 協議事項 

  １ 港区立運動場条例の一部改正について 

日程第３ 教育長報告事項 

  １ 平成２１年第４回港区議会定例会質問事項について 
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  ２ 新教育センターの整備状況について 

  ３ インフルエンザ様疾患による臨時休業等について 

  ４ 幼児・児童・生徒の事故発生状況について 

  ５ 生涯学習推進課１２月事業実績と１月事業予定について 

  ６ 生涯学習推進課各事業別利用状況 

  ７ 図書館・郷土資料館の１２月行事実績と１月行事予定について 

  ８ 指導室１月行事予定表 
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「開 会」 

○小島委員長 皆さん、おはようございます。 

 平成２２年度初めての教育委員会です。本年もよろしくお願いいたします。 

 平成２２年第１回港区教育委員会定例会を開会いたします。 

 それでは日程に入ります。 

（午前１０時００分） 

 

「会議録署名委員」 

○小島委員長 本日の署名委員は半田委員にお願いいたします。 

 

第１ 審議事項 

 １ 議案第１号「港区教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価」報

告書について 

○小島委員長 まず日程第１審議事項、議案第１号「『港区教育委員会の権限に属する事務の管理及

び執行の状況の点検及び評価』報告書について」。庶務課長、お願いいたします。 

○庶務課長 それでは、ただいま議案となりました、議案第１号、「港区教育委員会の権限に属する

事務の管理及び執行の状況の点検及び評価」報告書についてご説明申し上げます。 

恐れ入りますが、報告書資料の１ページをご覧ください。 

 教育委員会の事務に関する点検及び評価は、資料にあるとおり「地方教育行政の組織及び運営に

関する法律」の一部改正により新たに点検及び評価等を実施することとされました。その評価に関

する報告書を作成し、議会に提出するとともに、公表しなければならない。また、点検及び評価を

行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する者の知見の活用を図るものとされてございます。 

港区教育委員会は、この規定の趣旨を踏まえまして、点検及び評価を実施し、課題や今後の取り

組みの方向を示すことで、区民への説明責任を果たすとともに、区民に信頼される教育行政を推進

していくこととしたということでございます。 

なお、今回につきましては、平成１９年度と平成２０年度についてまとめて実施をさせていただ

いております。 

２番目の点検及び評価の実施方法でございますが、まず評価に当たっては、事業を特定しなけれ

ばいけませんが、その事業につきましては、（１）にあるとおり「港区基本計画」（平成１８年度～

平成２０年度版）及び「港区教育振興プラン」（平成１８年度～平成２０年度版）、この計画に計上

しております主要事業を対象として点検及び評価を行うとしてございます。それから、点検及び評

価は、評価対象事業の進捗状況を踏まえ、課題や今後の取り組みの方向性を示すものとする。それ

から、点検及び評価は、学識経験者の意見を聴取した上で教育委員会が行う。点検及び評価を行っ

た後、その結果を取りまとめた報告書を区議会に報告するとともに公表するとしてございます。そ

の報告書が本日議案として提示をさせていただいております報告書でございます。 
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次に点検及び評価の対象事業ですが、先ほど説明をさせていただいたとおり、旧港区基本計画及

び旧港区教育振興プラン、これに計上をしてございます主要事業１９事業について点検及び評価を

実施するとしてございます。資料にあるとおり１番から１９番、この事業について点検及び評価の

対象とするとしてございます。 

それから、点検及び評価に当たっては、教育に関して学識経験を有する者、いわゆる有識者の知

見の活用を図ることとされておりますので、３人の有識者の方に委嘱をし、意見をいただいてござ

います。３人の方は資料に記載のとおりでございます。 

次は、点検及び評価の概要でございますが、恐れ入りますが報告書の後段１０ページをご覧くだ

さい。各事業の点検及び評価、平成１９年度として、その次の１１ページから２９ページまでが平

成１９年度にかかる１９事業それぞれの個別の事業に対する事業の内容、進捗状況とともに評価を

した表でございます。 

この個表の中で１１ページを例示としてご覧いただきたいと思いますが、これは平成１９年度の

公共施設の耐震補強事業でございますけれども、前段で主要施策として事業の目的、その内容、そ

れから１９年度末における進捗状況、それからそれに対する効果・成果、これらを記載し、これを

前提にいたしまして、この表の下段になりますけれども、評価の方で総合評価として評価の視点、

それから評価の結果、それから今後の方向性、これらをまとめてございます。この中で、評価の結

果欄、ここが先ほどご説明いたしました３人の学識経験者の方からいただいた意見を記述してござ

います。また、今後の方向性につきましては、教育委員会として１９年度の取り組みに対しての点

検及び評価の結果と今後の方向性、それを示した部分でございます。 

以下、それぞれの事業について同様の記載をしておりますが、これらを概要として取りまとめた

ものとして、恐れ入りますが２ページにお戻りください、ここにまとめて記載をしてございます。 

まず１９年度でございますが、１９事業の中で施設整備、いわゆるハード部分にかかる事業がご

ざいます。これをまず冒頭整理をさせていただいております。 

「１ 公共施設の耐震補強事業」、これについては、港区としては一般的に安全と判断されるＩｓ

値（構造耐震指標）でございますけれども、「０．６以上」が安全といわれておりますが、それより

もさらに２５％以上高い基準を設定して整備を進めており、区独自の取り組みをしているというこ

とでございます。１９年度におきましては、三光幼稚園の耐震補強を完了してございます。なお、

１９年度に実施予定の芝小学校及び赤坂中学校は平成２０年度に実施いたします。今後とも耐震補

強には積極的に取り組み、全学校の早期の完了を目指す、これが方向性でございます。 

それから「１０ 校舎の整備」では、１９年度、白金台幼稚園、三田中学校及び高陵中学校、こ

の１園２校の改築を進めてございますが、いずれも複数年度にわたる事業ですので、１９年度中に

完成した事業はございません。引き続き園舎・校舎の改築を進めるとしてございます。 

それから「１２ 区民に身近な教育センターの施設整備」では、平成１８年度に策定いたしまし

た「港区立教育センター基本計画報告書」、これをもとに整備を進める予定でしたが、１９年度中に

国が気象庁移転及びその候補地を虎ノ門地域とする方針を掲げたため、区と国の関係者が協議、検
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討を進めた結果、新たに「虎ノ門用地（旧鞍絵小跡地）整備基本計画報告書」をまとめたものでご

ざいます。この中で、新教育センターと気象庁庁舎の複合施設を整備する方向を示してございます。

今後はこの報告書に沿って、新教育センターの整備に向けた具体的な検討を進めるということにし

ております。 

「１４ スポーツ施設の整備」では、スポーツセンターの建てかえ、これに取り組んでございま

すが、こちらの方もそれまでの予定と若干変更がございまして、田町駅東口北地区公共公益施設と

一体的に整備するという方向に予定を変更いたしまして、区民参画による検討組織を設けて、基本

構想の策定に向けた検討を進めてございます。今後もこの検討組織を通じて、区民の意見を反映し

た利用しやすいスポーツ施設の整備を進めるということでございます。 

次に「１１ 学校歴史資料室の設置」及び「１６ 図書館の整備」及び「１９ 新郷土資料館の

設置」につきましては、調査、検討を進めてまいりましたが、建設地が未確定ということもござい

まして、事業が進捗してございません。今後とも建設地の調査、検討を含め、事業の推進に努めて

いきますという方向性を示してございます。なお、新郷土資料館の設置に関連する郷土資料の調査

研究、あるいは収集は恒常的に実施をしてございまして、この部分は今後も着実に進めるとしてご

ざいます。 

次の「２ 区有施設の屋上緑化」及び「９ エコスクール計画」、これはハード部分とソフト部分

の事業が組み合わさったものでございますけれども、いずれも自然エネルギーの活用やエコ給食ネ

ット、あるいは学校版環境ＩＳＯ、こういった多様な事業を展開する中で、都心区特有の課題であ

るヒートアイランド現象の緩和、あるいは地球温暖化など地球環境問題の改善に寄与するとともに、

子どもたちが環境問題に対して理解と認識を深め、みずから率先して環境保全活動に取り組む契機

となる、こうしたことを目指してございます。 

１９年度につきましては、前年１８年度に発生いたしました区有施設におけるエレベーター事故、

これを受けまして、施設の安全・安心対策、これを最優先課題として取り組んだため、一部事業を

中止したものがございました。ただし、この事業そのものの重要性、意義は高いものがございます

ので、引き続き環境学習、地球環境問題等の改善に寄与できる事業の充実を図るとしてございます。 

それから次以降が、いわゆるソフト部分に当たります。 

まず魅力ある学校教育の推進の中で「５ 国際コミュニケーション 海外派遣事業」及び「６ 小

学校からの英語教育の展開」、この２事業につきましては、国際都市である港区ならではの事業とし

て取り組んでございます。 

海外派遣事業につきましては、参加者数は予定より少なかった部分はございますけれども、参加

に当たっての設定基準として学級数をベースにしているためでございまして、小・中学生各５０人

の予定に対して実績は３２人と、若干少なくなっております。１９年度につきましては、派遣先を

オーストラリアとしてございます。外国での生活体験を通して、国際的視野を広げるとともに、国

際コミュニケーションの基礎を培うことができるなど成果を上げておりまして、今後もその充実に

努めるとしてございます。 
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次は小学校の英語教育です。教育特区の認定を受けまして、平成１８年度から実施をしてござい

ますが、１９年度につきましては小学校全校で実施をしてございます。またあわせて中学校も引き

続き全１０校で実施をしてございます。高い成果を上げてございまして、今後とも日本語及び日本

文化をしっかり身につけた上で、世界で活躍できる真の国際人の育成を目指してございます。 

次に「7 日本語適応指導の推進」でございますが、中学校に日本語学級を設置する予定で東京

都と協議を続けてまいりましたが、協議、同意が得られず実現できなかったというものでございま

す。しかしながら、必要な場合には個別に指導員を派遣することで、適応指導の充実を図ってござ

います。今後も日本語学級の設置について東京都と協議を継続するとともに、適応指導の充実を図

るとしてございます。 

次に「４ 特別支援教育の推進」でございますけれども、特別な教育的支援を必要とする児童生

徒に、一人一人の能力を最大限伸ばす教育を推進するために、この特別支援教育の充実を図ってご

ざいます。あわせまして学習支援員、この育成事業にも取り組んでございまして、ＮＰＯ（特定非

営利活動法人）と連携してこの事業を推進してございます。１９年度につきましては、支援員の育

成、目標５０人のところ４３人と、若干目標に達しませんでしたが、派遣日数につきましては前年

度の２倍以上増加してございます。今後とも支援員の育成及び派遣の充実に努めてまいります。 

次に「８ 学校図書館の充実」でございますけれども、学校図書館の充実につきましては、これ

までもリーディングアドバイザリースタッフを配置し、学校図書館をより利用しやすくするととも

に、読書活動の支援を行うなど、充実に努めてまいりました。１９年度につきましては、いわゆる

図書標準、これを達成するとともに、書架や閲覧テーブルの更新、さらにパソコンの配備等、利用

環境のさらなる向上を図ってございます。パソコンの配備によって、貸し出し、蔵書管理、これら

が迅速かつ容易にできるようになってございます。今後とも利用環境の整備あるいは図書の充実に

努めるとしてございます。 

次に「１３ ３年保育実施幼稚園の拡大」でございますが、幼稚園における３年保育は、区民ニ

ーズが非常に高い重要な課題ということで、区立幼稚園での３年保育の拡大に取り組んでございま

す。私立幼稚園とともに一緒に進めるという必要がございますので、１９年度につきましては、幼

児教育振興アクションプログラム検討委員会を設置いたしまして、港区の幼児教育のあり方につい

て検討を進め、公私立幼稚園がともに連携、協力して港区の幼児教育を推進するという、この基本

認識のもと、さまざまな方向性をまとめてございます。あわせて、区立幼稚園の３年保育の拡大に

ついては、ここで先行して協議を重ね、２０年度から新たに、にじのはし幼稚園で３年保育を実施

し、また、白金台幼稚園につきましては、改築の完了に合わせて平成２１年度から実施をするとい

うことにしてございます。今後は開始に向けまして着実に準備を進めてまいります。 

「３ 放課後事業育成事業の推進」でございますけれども、従来から取り組んでおりました、学

校における「放課ＧＯ→」の設置、これに引き続き取り組みまして、１９年度は新たに小学校３校

で開設してトータルで１０校となります。利用者からの高い評価をいただいているということで、

今後とも整備充実に取り組むとしてございます。 
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「１５ 総合型地域スポーツクラブの設立」では、このスポーツクラブの設立に取り組んでまい

りましたが、平成１９年度は港区で最初のクラブとなる、港区総合型地域スポーツ・文化クラブ六

本木（愛称:スポーカル六本木）を設立いたしました。クラブが円滑に自主運営されるよう支援をし

ていくとしてございます。 

「１７ 図書の団体貸出の充実」では、図書館機能の一つである、学校図書館等への図書の団体

貸出の充実に取り組んでございまして、学校図書館以外にも病院等にも貸し出しをしてございます。

平成１９年度は図書の充実を図るとともに利用促進に努めた結果、対前年度で利用団体数が１．３

倍、貸し出し数で１．６倍など大幅に利用がふえてございます。今後とも事業の充実に努めていく

としてございます。 

「１８ ＩＴ図書館の推進」では、ＩＣタグあるいはセキュリティゲート、自動貸出機の導入、

あるいは図書館システムの機能の向上などによって、図書館の利用環境の向上、管理運営の容易、

あるいは適切さを目指してございます。平成１９年度におきましては、全図書館にＩＣタグの導入

が完了いたしまして、５館にセキュリティゲート、１館に自動貸出機を導入してございます。その

ほか図書館システムのバージョンアップにより機能の向上を図ってございます。こうした取り組み

によりまして、まず貸出、返却処理の時間短縮による利用者の利便性の向上、それから業務の省略

化、効率化が実現するとともに、これが非常に大きな特筆すべき部分であろうかと思いますが、蔵

書等の不明資料が前年度比約６割減少と、こうした大きな成果を上げてございます。今後とも利用

者の利便性や管理の適正化のより一層の向上を図るため、費用対効果に留意しながら、図書館のＩ

Ｔ化を進めるとしてございます。 

以上が平成１９年度、１９事業の点検及び評価の内容でございます。 

続きまして、平成２０年度ですが、評価の対象事業は平成１９年度と同様ですので、２０年度に

事業等の進捗があった部分を中心にご説明をさせていただきます。 

まず、「1 公共施設の耐震補強事業」でございますけれども、前年度から変更いたしました芝小

学校、赤坂中学校の耐震補強、これが完了いたしました。これによってほぼ、おおむね耐震補強は

完了してございます。一部残っている学校についても早期の実施を目指すとしてございます。 

「１０ 校舎の整備」では、白金台幼稚園の改築が完了いたしまして、前年に引き続き三田中学

校と高陵中学校の改築を進め、港南小学校及び芝浦小学校の工事に着手をしてございます。引き続

いて改築を進めてまいります。 

それから「１２ 区民に身近な教育センターの施設整備」では、前年度に策定いたしました基本

計画報告書、これをもとに区、国の関係者等で、具体的な施設の内容、あるいは整備手法について

検討してございます。 

事業手法といたしましては、ＰＦＩ方式という手法を採用するという方向性にしたわけでござい

ますが、新教育センター部分の設備整備、あるいは運営につきましては区独自に行うという形にい

たしまして、区の主体性が発揮できるような仕組みとしてございます。ＰＦＩ事業者の公募に向け

た要求水準書の作成など事業進捗のための準備を進めてございます。事業の円滑な推進に努めてい
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くということでございます。 

「１４ スポーツ施設の整備」では、前年度に引き続きまして、区民参画による検討組織の中で、

基本構想の策定及び基本計画の骨子、これをまとめてございます。引き続き整備を進めてまいりま

す。 

それから前年度事業が進捗していなかった３つの事業、「１１ 学校歴史資料室の設置」、「１６ 

図書館の整備」、「１９ 新郷土資料館の設置」、この三つにつきましては、２０年度におきましても、

残念ながら進捗が見られなかったということでございます。ただし、特に図書館の整備のうち、麻

布図書館につきましては、老朽化等によりまして、平成２１年２月から休館としております。この

ため、図書館の整備については、特に早急な対応が必要ということで、今後とも事業の推進に努め

ていくということでございます。 

「２ 区有施設の屋上緑化」及び「９ エコスクール計画」の中では、事業の内容を改善した部

分がございます。エコ給食ネットでは、生ごみの堆肥化によるリサイクル、あるいは生ごみの発酵

過程で発生するメタンガスを発電に利用するリサイクル、こういった仕組みの導入をしてございま

す。それから学校版環境ＩＳＯでは、表彰制度を導入いたしまして、取り組み意欲を高める工夫を

してございます。今後とも事業の充実を図っていくとしてございます。 

それから「５ 国際コミュニケーション 海外派遣事業」と「６ 小学校からの英語教育の展開」

では、２０年度は前年度に引き続いて事業展開をしてございます。海外派遣事業につきましては、

小学生３３人、中学生４０人が参加いたしました。予定数より下回る現状がございますが、１９年

度のときにご説明したとおり、学級数を基準として参加人数を決定しているためでございます。 

それから英語教育の方は、前年度に引き続き授業の展開をしてございます。世界の中で活躍でき

る真の国際人の育成を目指して、引き続き取り組んでいくということにしてございます。 

「７ 日本語適応指導の推進」でございますけれども、前年度に引き続いて日本語学級の設置に

ついて実現ができませんでした。個別の対応については、引き続き充実を図ってございます。 

「４ 特別支援教育の推進」でございますが、支援員の育成は３１人と目標に達しませんでした

けれども、派遣日数につきましては、前年度に比し着実に増加をしている状況にございます。今後

とも支援員の育成及び派遣の充実に努めてまいります。 

それから「８ 学校図書館の充実」では、大きなものが平成１９年度で終了したわけでございま

すが、引き続き図書標準の維持及び図書の更新を実施してございます。今後ともその読書活動の支

援などの充実に努めてまいります。 

それから「１３ ３年保育実施幼稚園の拡大」では、前年度に検討しておりました、幼児教育振

興アクションプログラム、これを策定してございます。にじのはし幼稚園に続いて、平成２１年度

からは白金台幼稚園、さらにアクションプログラム等では２３年度から港南幼稚園での３年保育の

開始、これらの計画化をしました。今後とも拡大に努めていくとしてございます。 

「３ 放課後児童育成事業の推進」では、「放課ＧＯ→」の開設、これに引き続き取り組みまして、

全１３校で「放課ＧＯ→」を開設してございます。また区長部局と協議をし、学童クラブ機能を付
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加した７カ所の「放課ＧＯ→」を区長部局に移管いたしました。教育委員会と区長部局が連携して

この事業を推進していくという形にしてございます。 

「１５ 総合型地域スポーツクラブの設立」では、前年度に設立しましたスポーカル六本木への

支援を引き続き進めると同時に、新たなクラブの設置を目指して、イベントの開催等を通じた周知、

啓発を図ってございます。 

「１７ 図書の団体貸出の充実」につきましては、前年度に引き続き事業展開を図ってございま

す。実績といたしましては、図書の貸出数が前年度より減少しているという状況がございますが、

これは麻布図書館の休館の影響でございます。今後も事業の充実に努めてまいります。 

「１８ ＩＴ図書館の推進」では、前年度に引き続きＩＣＴ化を進めまして、２０年度につきま

しては、４館に自動貸出機を導入いたしました。また男女平等参画センターの図書資料室と、台場

区民センター図書室を図書館システムに組み込みまして、図書館窓口を拡大し、図書館資料の貸出、

返却、予約処理を開始してございます。この結果、利用が大幅に増加したという実績を上げてござ

います。 

ちょっと駆け足でございますが、平成１９年度、２０年度の事業の点検及び評価の結果は以上で

ございます。内容等についてご審議いただきまして、ご承認をいただければと思っております。よ

ろしくお願いいたします。 

○小島委員長 この案件は、法律の改正によって、新しくこういう制度ができて、今回初めての審

議ということですよね。点検評価の実施方法のところで、３人の学識経験者ということなのですが、

藤井先生は前の港区の指導室長ですのでよくわかっているのですが、ほかの２人の先生はどのよう

な方ですか。 

○庶務課長 東京学芸大学教授の佐藤郡衛先生は、国際理解教育、あるいは国際学級の設置の案件

で、さまざまなアドバイスをいただいている方でございます。教育関係の専門家として、この点検

及び評価の委員としてふさわしい方としてお迎えをしてございます。それから昭和女子大学大学院

教授の小川哲男先生は、かつて港区の学校で教員をされていたという経験をお持ちの方で、同じく

教育関係の専門家として活動されておられます。港区の関係でいえば、この点検及び評価以外で、

小中一貫の開設準備委員会というものをつくってございますが、そこにアドバイザーとして、さま

ざまな貴重なご意見をいただいております。また、藤井先生は今もお元気でございます。 

○小島委員長 点検評価の対象事業なのですが、港区基本計画並びに港区教育振興プラン、これに

載っている事業全てですか。それともその中から主要なものですか。 

○庶務課長 基本計画や教育振興プランでは、さまざまな事業をそこに記述してございますが、全

ての事業ではなくて主要事業、いわゆるボックス事業を取り上げて、そこで点検及び評価をしてご

ざいます。 

○小島委員長 法律の改正でこういう点検評価がなされて、これを区の教育委員会としても、それ

をどう見るか、非常に大事な制度でございます。ただいまの庶務課長のご説明に対して、何かご質

問ございますでしょうか。 
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先ほどの（３）の「今後の方向性」ということですが、この今後の方向性は、事務局が判断して

記載されたものですか。 

○庶務課長 この「今後の方向性」の部分は、教育委員会としての点検及び評価の結果と、さらに

今後どういう方向性でいくのかということを示した部分でございまして、事務局の方で一応案とし

て記載をさせていただいておりますけれども、この内容等についてご審議、ご検討いただければと

思っております。 

○小島委員長 わかりました。何かご質問ございますでしょうか。 

○澤委員 こうやって事業を点検し、進捗状況を把握するということは非常に大事なことです。我々

もこの１９項目については、個々に教育委員会の中で進捗状況等を聞いておるので大体わかってい

るのですけれども、個々のことで、これも聞いていたのかもしれませんけれども、はっきりしない

のが一つあります。１７番の「図書の団体貸出の充実」というのは、森図書・文化財課長からも学

校との連携ということで聞いていたと思うのですけれども、これは病院とかも入っていましたね。

教育委員会として、区民というか、区民だけではないのでしょうけれども、こういうことはサービ

スとして非常に重要なのですけれども、特に要望があって始めているのですか。 

○図書・文化財課長 みなと図書館のすぐ近くに慈恵医大があります。長期に入院されたお子さん

がいらっしゃって、そこの介護をされている方が本を借りたいということがございまして、それで

は我々としては、その団体貸出という制度を活用しましょうということで、ご相談に見えたときに

そういうことで実施をしてきたという経過があります。 

○澤委員 なるほど。現時点では慈恵医大さんだけ。 

○図書・文化財課長 現在では、病院ということでは慈恵医大の方ですけれども、今後また、こう

いう事業については計画をしながら、そういうお子さんがいらっしゃると、そういうことであれば

やっていきたいと考えておりますし、今病院だけではなくて、特別養護老人ホーム港南の郷の方に

も、そういうことで近所に港南図書館がございますので、そちらから本を貸し出す、そういうこと

もしております。 

○澤委員 それは団体ということなので、個人が借りるということではなくて、その病院なら病院

が責任を持って借りて、きちんと管理するという、そういうシステムなのですか。 

○図書・文化財課長 澤委員のおっしゃるとおりでございます。病院の方が責任を持って管理して

いく、そういうことでございます。 

○庶務課長 ちなみにそこの部分につきましては、３人の学識経験者の方々からも学校図書館だけ

ではなく、病院等にも貸し出しをしているということで、高い評価をいただいております。 

○澤委員 続いてよろしいですか。個々の事業に関しては、１１ページ以降ですか、ずらっとそれ

ぞれ内容が載っている。個々の事業を見ればわかるのでしょうけれども、概要というところにまと

めていますよね。さっき説明を聞いていて奇異に感じたのは、並んでいる順番と概要のところの順

番がばらばらに出てくる。伊藤庶務課長の説明を聞くと、この概要の方は、比較的ある施設なら施

設とか、教育の内容とかというようにまとめてある。個々に関しては、どういう順番で並んでいる
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のですか。 

○庶務課長 概要の方は、今お話がありましたように、まず施設整備部分ですね、いわゆるハード

部分、それからハードとソフトが一部混在してございますけれども、その次に学校教育に関するい

わゆるソフト部分ですね、港区ならではの事業、ソフト部分です。最後が生涯学習部門、これをま

とめたという構成にしてございます。個表の方は、基本計画及び教育振興プラン、現在はどちらも

改定されておりますが、その体系の順番に沿って並べてございます。概要版を作成する際に計画の

ある体系に沿った形でまとめるのが、妥当ではございますが、主要事業だけを抜き出したがために、

体系として脈略のないような形になってしまっております。 

○澤委員 後ろの順番は、全体から見るとそれなりに並んでいるのですね。 

○庶務課長 計画においては、体系化されているのですが。 

○澤委員 １０だけをとって見るとバラバラに見えてしまう。 

○庶務課長 そういった趣旨で、ある程度まとめて記述した方がかえってわかりやすいであろうと

いうことで、概要の方はそのような整理をさせていただきました。 

○澤委員 なるほど、わかりました。 

○小島委員長 「今後の方向性」のところがかなり大事な感じがしますね。極めて簡単で、この程

度でいいのかという気もしますが。 

○澤委員 先ほど庶務課長の説明の概要の中でありましたように、この３人の評価、学識経験者の

方が、非常に一生懸命点検されて、問題点等を指摘していただいている。先ほど説明を聞きますと、

計画上余り進んでいないという指摘は、この学校歴史資料室１１と１６、１９の３事業だけですか。 

○庶務課長 事業が進捗していないために評価できないという形で整理をされましたのは、先ほど

まとめてご説明しましたのですが、まず「学校歴史資料室の設置」です。それから「図書館の整備」、

それから「新郷土資料館の設置」、これらはいずれも事業が全く進捗していないので、今回は評価で

きないと。 

○澤委員 なるほど。 

○庶務課長 ただし、例えば学校歴史資料室ですと、報告書の２１ページをご覧いただきたいので

すが、この評価の結果としては、事業が進捗していないことで評価の対象にならないということな

のですが、この資料室の設置そのものについては大変意義のある事業だということで、「その実現を

期待します」というような意見をいただいてございます。 

○澤委員 教育委員会としての大きな理由の一つが建設地の未確定というか、いい建設地がないと

いうことがここに書いてあるのですけれども、例えば飯倉小学校の跡地とか、学校跡地はいくつか

あるではないですか。そういうことも含めて、今事務局としては検討している、そういうことです

か。 

○庶務課長 今回のこの点検検及び評価は、平成１９年度、平成２０年度分についての点検及び評

価ですので、ここには具体的に記述はしてございませんが、新しい基本計画及び教育振興プランの

中では、新郷土資料館の中にこの学校資料室を、新郷土資料館とあわせてこの資料室を設置します
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という方向性を打ち出してございます。新郷土資料館の建設そのものが現時点ではちょっとまだ確

定できておりませんので。 

○澤委員 そうでしたね。 

○庶務課長 はい。 

○澤委員 郷土資料館、これはちょっと話がずれてしまいますが、資料館自体は、港区としてはや

はり充実したものにしたい。それで、できれば多くの方が来ていただきたいということで、交通の

便とか、いろいろ議論ありましたね。そういう総合的に見ると、いい候補地が見つからないという

ことですか。 

○小島委員長 「日本語適応指導の推進」のところで、東京都と協議をしたところ、十分な理解を

得られなかったとあるのですが、これはある小学校にそういう日本語学級的なものをつくって、外

国の方に日本の小学校に在籍してもらいたいという趣旨の制度ですか。 

○学務課長 先日笄小学校を見学されたときに、ご覧になったかと思いますが、笄小学校に日本語

学級がございます。学校の事業は日本語で授業をしますので、それがなかなか伝わりにくい外国か

らの児童に対して、笄小学校に通級していただいて、そこで日本語を含めて学習をするという内容

なのですけれども、その日本語学級を中学校に１校設置するという、当初の計画でございます。 

○小島委員長 そうですか。先ほどのお話ですと、通ってくる生徒・児童が少ないので設置できな

いということなのですか。 

○学務課長 大体そういうお子さんは、就学の手続きに学務課にいらっしゃいますので、その相談

の中で日本語適応指導員による指導にするとか日本語学級に通級するとか、そういうことを判断す

るわけですけれども、中学校に関してはそこまでの生徒さんというのはまだそんなにいないという

状況で、設置には至らなかったという状況でございます。 

○小島委員長 はい、わかりました。ほかに何かご質問。 

○澤委員 もう１点いいですか。日本語学級など、港区はたくさん外国の方が来ていて、それで変

な話ですけれども、外国の方もかなり特別区民税を払っていただいていて、そういう外国の方への

サービスも重要です。外国の方の教育支援ということで、インターナショナルのクラスの設置など、

そういったことをこれから前向きに進めていかなければいけないのではないかと。その件はこの１

９、２０年度では全然なかったですかね。 

○教育政策担当課長 国際学級の設置につきましては、新プランの方では明確に示してございます

が、１９、２０年度の計画段階では、そこの部分はまだ……。ですので、今回の報告書の中ではふ

れておりません。 

それから、先ほどの日本語適応指導について、あと日本語学級の設置につきましても、旧計画で

はこの学級の設置をいわゆるボックス化にしておりましたが、これもやはり計画的な設置は難しい。

むしろ状況に応じて対応する、要するに子どもさんの数が多くなれば設置も可能になりますので、

そういった状況が生まれたときに適宜対応することになるということで、新計画ではボックス事業

から外させていただいてございます。 
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○小島委員長 澤委員も言うように、港区の場合、外国の方が多いわけだから、そういう方のご子

弟に積極的に区立小中学校に入っていただいて、そうすれば学校自体で国際化的なそういう教育が

できるので、何とかそこら辺を、教育委員会として積極的に、人数が少ないから見合わせるという

ことではなくて、さらに積極的に打って出て集めるような方向にいかないのでしょうか。 

○教育政策担当課長 従来進めておりました日本語適応指導というのは、どちらかというと、日本

に長期滞在、あるいは永住も含めてですが、つまり日本の社会の中で今後生きていくといいますか、

そういったような選択の場合には日本語を当然覚えるという必要が出てきますので、こちらの方で

対応します。現在実現に向けて検討を進めてございます国際学級の方は、日本語だけではなかなか

難しい面があると。短期滞在の方であっても子どもさんの教育というのは非常に重要ですので、そ

ういった方々に対して、日本語以外の手段で教育を展開するというようなことも含めて検討を進め

た上で、何とか実現したいと思っています。 

○南條委員 そうですね。だから極端なことを言えば、英語で授業をやるようなクラスを設けて、

１年でも２年でもそういう滞在の方で、そこでインターナショナルスクールという、私立もあるの

でしょうけれども、私立ばかりに任せるのではなくて、港区としてもそういうことを積極的に、今

委員長が言われたように。 

○小島委員長 その学級にはお子さんとは言えないけれども、入りたい人には広く入ってもらうと

か。 

○半田委員 これ初めて拝見したのですけれども、今まで教育委員会としては、できたことをちゃ

んと評価して一般に公表するという、とてもいい手段だと思っております。この資料の中で、少し

不思議に思うのが、学識経験者の方々の中に、藤井先生がいらっしゃって、藤井先生は１９年度に

おいては現役の指導室長でいらしたので、ご当人というか。 

○小島委員長 そうか、１９年迄いらしたのか。 

○半田委員 ですから、例えばその学識経験者とは外部の方で、そのことにお詳しい方で、ちょっ

と冷静に見て平らな判断ができる方というようなニュアンスで解釈していたので、そこが不思議だ

ったのです。でも逆を申し上げると、だからこそわかる深いことや細やかなこともおわかりになる

と思います。本当に藤井先生が参加してくださったことはすばらしいと思うのですが、そこのとこ

ろの一般的な学識経験者をお迎えするという意味と、当時現役でなさっていた方ということが、同

一人物なので、そこのところはちょっと不思議に思ったのですがいかがでしょうか。 

○庶務課長 藤井先生にお願いするのは、一つは、かつて港区の教育委員会という中枢にあって、

教育の中心にあって、さまざまな事業を展開された。その方が外に出られて第２の目として見たと

きに、港区の教育がどのように映るのか、こういう視点で、点検及び評価をしていただけるという

思いがありまして、あえてお願いしたものです。もう一人小川先生は、先ほどご紹介したときに、

かつて港区の学校にいらっしゃったと。この方は逆に学校現場にいらっしゃって、そういった現場

の視点を持ちながら、外の目から見たときに港区の教育はどう映るか、こういった視点からのご意

見も非常に貴重なものになろうと思いまして、お願いしてございます。もう一人佐藤郡衛先生は、
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これまで、個別の案件についてもアドバイザーとしての立場で参画いただき、港区の教育に全く無

縁ではないのですが、やはり直接携わった経験はお持ちではありませんので、言ってみれば純粋な

外部、そういった純粋な外部の方の目から見てどう映るか、この三つの視点でいろいろご意見をい

ただいて、最終的に皆さんに意見の調整をしていただいて評価としてまとめていただくというのが

いいと考えましたので、特に藤井先生については、見方によっては、かつての身内の人間に評価を

頼むと冷静な評価はできない、公正な評価ができないのではないかといったような批判を受ける可

能性はございましたが、我々はあえてそういった視点から見たときにどう映るか、そういう趣旨で

お願いをしました。 

○澤委員 それで公表されるということですけれども、この公表というのはどういう形ですること

になるのですか。 

○庶務課長 基本的にはこの報告書全文をホームページに掲載します。もしくは図書館等に報告書

を置き閲覧していただきます。 

○澤委員 印刷物も何部かつくって。 

○庶務課長 はい。それ以外に通常ですと、本当にエッセンスだけをまとめた、点検及び評価結果

という形で公表することになります。 

○澤委員 概要も。 

○庶務課長 はい。それを『広報みなと』等に掲載します。 

○澤委員 はい。 

○庶務課長 現時点では、これだけのものをなかなかエッセンスでまとめるのは難しい部分があり

ますので、この報告書の全文を閲覧できる、あるいはホームページ上で見られるといったような形

で公表にかえさせていただければというふうに考えてございます。 

○澤委員 なるほど。 

○小島委員長 これは議会へは報告案件ですか、それとも承認案件なのですか。 

○庶務課長 報告でございます。 

○南條委員 これも、ちょっとよく考えてみると、ちょっとこちらはかなり詳細ですけれども、我々

教育委員会で年度の始めに、昨年実績と今後の課題、今年度の課題というまとめたものをくれるで

はないですか。だからそれにプラスか、その項目よりももっと多いのかもしれませんけれども、そ

れプラス外部の方の評価をいただいているという感じですかね。これをちょっと考えてみると。 

○小島委員長 今までは、今後の方向性についてはそれほど明確に示されていなかったのかもしれ

ない。４月の年度初めにね。 

○南條委員 長い目ではね、今期の目標みたいのは書いてありましたけれどもね。 

○小島委員長 今回は各項目についてぴしっと方向性が記載されている。 

 それでは、この案件はこの程度でよろしいですか。 

この議案第１号については、只今質疑いただきましたが、特に異議がなければ、原案どおり可決

ということでよろしゅうございますか。 
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（異議なし） 

○小島委員長 それでは、ご異議ないということですので、議案第１号については、原案どおり可

決することと決定いたします。 

 

 ２ 用地の取得について 

○小島委員長 次に、議案第２号、「用地の取得について」。この議題については、個人情報が含ま

れるため秘密会に入りたいと思いますが、いかがでしょうか。ご異議ございませんか。 

（異議なし） 

○小島委員長 それでは異議なしということで、これより秘密会に入りますので、まことに申しわ

けございませんが、傍聴の方は退室をお願いします。この議案が終わり次第、傍聴の方ご案内いた

しますので、ご協力よろしくお願いいたします。 

それでは資料番号を付してあります議案鏡を除いて、資料は審議終了後回収いたしますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 

 ３ 旧芝浜中学校の教育財産の用途廃止について 

○小島委員長 それでは続きまして、議案第３号、「旧芝浜中学校の教育財産の用途廃止について」。

学校施設担当課長、お願いいたします。 

○学校施設計画担当課長 それではお手元の教育委員会議案資料ナンバー３をご覧いただけますで

しょうか。こちらにつきましては、議案第３号、旧芝浜中学校の教育財産の用途廃止について、ご

審議の上、ご決定いただきますようお願いするものでございます。 

 １枚めくっていただきますと、用途廃止の内容について記載されたものがございます。 

芝浜中学校は、平成１３年３月に学校としては廃止になったものでございますが、それ以降、高

輪台小学校の改築とか――先ほどご説明しました大規模改造ですね。そのための仮設仮校舎、それ

から平成１７年以降は三田中学校の仮校舎として使用しておりました。三田中学校が平成２１年の

１２月末にその仮校舎から引っ越して本来の校舎の方に戻りましたので、こちらの引っ越しが終わ

ったのをもちまして現在使用が終了しているという状態でございます。財産については、この記載

のとおりでございます。 

この廃止の理由につきましては、三田中学校の校舎として使用しておりましたが、それも終わっ

たということで、芝浦小学校・幼稚園の建設用地を確保するために、東京電力株式会社のご協力と

ご理解を得まして、この旧芝浜中学校の土地と、現在土地購入を進めております芝浦四丁目の芝浦

小学校新校舎の土地とを交換するという内容で協定を締結しております。これに基づきまして三田

中学校の利用が終わった以降は、その後の利用についてもこういった土地交換といったことになっ

ておりますので、計画どおりに進んでいくことから、そういった形で用途を廃止して区長部局の方

へお返しをする協議を始めたいと、内容としてはそういうものでございます。 

資料につきましては、その次が該当する土地の公図でございます。２枚続きまして、その後が敷
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地の測量図、ちょっと大きなものを縮小しましたので、なかなか数字が、入ってはおりますが見え

ません。それからその次が施設台帳の配置図でございます。最後についておりますのが、用途廃止

についての協議を区長部局にお願いするというものでございます。 

雑駁でございますが、説明は以上でございます。よろしくご審議の上ご決定いただけますよう、

お願いします。 

○小島委員長 この件も、従前の教育委員会で審議、了承している案件の最終的な処理ということ

ですので、ご質問はよろしいですか。 

それでは、議案第３号については、原案どおり可決することにご異議ありませんか。 

（異議なし） 

○小島委員長 ご異議なきものとして、議案第３号については、原案どおり可決することと決定い

たしました。 

 

 ４ 港区立学校設置条例の一部を改正する条例の施行期日を定める規則について 

○小島委員長 続きまして、議案第４号、「港区立学校設置条例の一部を改正する条例の施行期日を

定める規則について」。 

 港区立学校設置条例の一部を改正する条例案につきましては、平成２１年港区議会第４回定例会

提出予定案件として、昨年１１月１０日開催の第１１回教育委員会定例会において、審議し、議決

いただいたものです。本日の議案は、その施行期日についての審議となります。 

それでは学務課長、ご説明をお願いいたします。 

○学務課長 それでは議案資料のナンバー４をご覧いただきたいと思います。港区立学校設置条例

の一部を改正する条例の施行期日を定める規則についてでございます。今委員長からお話がありま

したように、本件については、先の第４回定例会で、港南小学校、三田中学校、高陵中学校の改築

に伴う校舎の位置変更により、港区立学校設置条例の一部を改正する条例が可決されたところでご

ざいますが、その施行日につきましては、三田中学校のみ平成２２年１月１日と明記され、そのほ

か港南小学校、高陵中学校は、港区教育委員会規則で定める日から施行するとなっておりますので、

今回規則で、高陵中学校の施行日を平成２２年２月１日とすることについてご審議をいただくもの

でございます。 

 資料の３枚目をご覧ください。これは条例を改正したときの新旧対照表になりますが、港南小学

校、三田中学校、高陵中学校の位置がそれぞれ新旧で記載してございます。裏面をご覧ください。

付則としまして、三田中学校のみ平成２２年１月１日から施行、高陵中と港南小は教育委員会規則

で定める旨の内容になってございます。 

 資料の２枚目にお戻りをいただきます。「港区立学校設置条例の一部を改正する条例の施行期日を

定める規則（案）」としまして、「港区立学校設置条例の一部を改正する条例（平成二十一年港区条

例第五十二号）中『別表第三中同高陵中学校』の項の改正規定の施行期日は、平成二十二年二月一

日とする」としてございます。 
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 簡単ですが、説明は以上でございます。よろしくご審議の上、ご決定くださるようお願いします。 

○小島委員長 この件も施行期日だけを決めるわけでが、何かご質問ございますでしょうか 

 高陵中学校の２月１日にするということは、２月１日から高陵中学校は新しいところにという趣

旨でしたか。 

○学務課長 そのとおりでございます。 

○小島委員長 港南小学校は次の機会ということで。 

○学務課長 港南小学校は平成２２年４月１日になろうかと思いますが、また教育委員会の中でご

審議をお願いします。 

○小島委員長 はいわかりました。 

それでは、議案第４号については、原案どおり可決するということでご異議ありませんか。 

○澤委員 要するに、改正案のところの最後のページに、「港区立高陵中学校の位置に係る部分は、

港区教育委員会規則で定める日から施行する」ということで、その規則がこの２枚目という話なの

ですか。 

○学務課長 そのとおりでございます。 

○澤委員 このまま生きているわけですよね。 

○学務課長 はい。 

○澤委員 その決めるという……。そうか、委員会規則で決める規則が、今日の提案という形にな

るわけですね。 

○小島委員長 よろしいですか。 

○澤委員 はい。 

○小島委員長 それでは改めまして、議案第４号について、原案どおり可決することにご異議あり

ませんか。 

（異議なし） 

○小島委員長 それでは、ご異議なきものと認め、議案第４号については、原案どおり可決するこ

とと決定いたしました。 

 

第２ 協議事項 

 １ 港区立運動場条例の一部改正について 

○小島委員長 それでは続きまして、日程第２、協議事項に入ります。 

まず第１が、「港区立運動場条例の一部改正について」。生涯学習推進課長、説明をお願いいたし

ます。 

○生涯学習推進課長 それでは資料ナンバー１をご覧ください。平成２２年第１回定例会に提出を

予定しております、港区立運動場条例の一部改正について、その概要をご説明いたします。 

改正を予定しております内容については３点でございます。麻布運動場、芝給水所公園運動場、

芝浦南ふ頭公園運動広場の三つについて、利用者の利便性を図るため、次のように条例の一部改正
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を行うものでございます。 

 まず１点目は、麻布運動場野球場の休場期間の変更でございます。現行条例では１月から３月ま

でを休場期間と規定しておりますが、これを１月から２月までの２カ月間に変更いたします。既に

試行的に平成１９年度からは告示により休場期間を変更し、３月は開けておりますが、実施状況、

それから利用率等を確認し、特に問題がないということで、休場期間を恒常的に固定をして、１月

から２月までにしたいというふうに考えているところでございます。 

 ２点目が、芝給水所公園運動場を少年団体が利用する場合の照明料の免除規定を整備いたします。

現行条例では、少年団体が利用可能な区立運動場――埠頭少年野球場がございますけれども――に

つきましては、少年団体が利用する場合の使用料及び照明料について免除規定がございます。しか

しながら、芝給水所公園運動場につきましては、利用時間を近隣の皆様方と話し合いながら、徐々

に広げてきた経過がございまして、使用料については免除規定がございますけれども、照明料の免

除規定が整備されてございませんでした。このため規定の追加をするものでございます。 

開設当初につきましては、平成１４年４月でございますけれども、利用時間は６時までというこ

とで、日没に近いようなところで利用してございました。その後、２年ほど協議を進めまして、平

成１６年１０月からは７時までいいですよということで、利用時間の拡大を図っております。そし

てまた５年ほど協議をしてきたわけですけれども、先日さらに時間延長をすることについて協議が

整いまして、２２年４月からを予定しておりますけれども、利用時間を午後８時までにするという

ことで、現在予定しているところでございます。 

また、利用団体につきましても、条例上は制限を設けてございませんが、これまでの近隣の皆様

との協議を踏まえまして、現在は少年サッカー団体の利用に限定をしている、そういう施設でござ

います。そのため、先ほどご説明しましたように、８時まで利用できるようにするとともに、照明

料の免除規定を追加するものでございます。 

３点目、芝浦南ふ頭公園運動広場、愛称かいがんぱ～くの利用可能種目拡大についてでございま

す。現在芝浦南ふ頭公園運動広場につきましては、利用できるスポーツ種目を、少年野球、少年サ

ッカー、大人利用のサッカー、フットサルに限定しております。しかしながら、なかなか新しい運

動場の確保が難しい港区では、一つひとつの運動場が大変貴重でございます。このため、他のスポ

ーツ種目でも利用できるように条例を改正したいというものでございます。 

なお、改正後に利用を予定される種目としては、ゲートボール、ラクロス、タグラグビー等を考

えてございます。また、利用種目以外の利用条件、この運動広場につきましては、少年団体の優先

利用というような考え方もございますので、そういった利用条件につきましては変更をする予定は

ございません。 

以上、３点について条例の改正をしたいというふうに考えております。よろしくお願いいたしま

す。 

○小島委員長 この案件は、区民の皆様の利便性がさらに上がるということで大変結構だと思いま

すけれども、何かご質問ございますでしょうか。 
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○澤委員 特に、芝給水所の利用時間の後ろの方は、近隣の方のかなり強固な反対があってなかな

かということですけれども、８時までということで照明はあるのですね。 

 今の話だと、少年団体だけがここを利用できるということですか。 

○生涯学習推進課長 条例上は特に規定はございません。ただ、近隣の住民の皆さんは、少年団体

の利用していた運動場がなくなったことに伴ってここを開設したというような、当初の説明がそう

いう説明でございましたので、少年団体については利用をしていただいていいですよと。そのかわ

り、大人の利用についてはそこまで拡大してほしくないということで協議を続けていると。 

○澤委員 そうなのですか。うちの規定上はそんな規定はない。今委員長が言われたように、高い

土地で、区民の皆さんのスポーツのために貴重な土地を使っているのだから、大きな問題ですね。

その周りの方の要望というのがどの程度合理的なものなのかというのが、ここだけではちょっと判

断できませんけれども。 

○小島委員長 当初、開設するとき非常に強い反対にあって、なかなかできなかったというように

記憶していますよね。だからここまで改善されたといえば改善されたのですが、ほかの運動場は夜

は何時ごろまでやっているのですか。 

○生涯学習推進課長 夜は８時とか９時とかですね。 

○澤委員 施設によって違う場合もあるでしょうね。野球場なんか。 

○小島委員長 今後とも澤委員のおっしゃるように、区民の皆さんがあまねく利用できるような方

向で、生涯学習推進課で今後ともご努力願います。 

○生涯学習推進課長 実は午前中の利用時間も、今１０時からになってございますが、土日祝日に

つきましては９時からでいいだろうということで、午前中の時間拡大を一応ご了承されていると。

ただ平日につきましては、まだそこまで解消されてございませんが、徐々にですね。 

○澤委員 そうですね、一歩一歩進展している。事務局の皆さんのご努力で。 

○小島委員長 それでは、この程度でよろしいですか。 

 

第３ 教育長報告事項 

 １ 平成２１年第４回港区議会定例会質問事項について 

○小島委員長 続きまして日程第３、教育長報告事項に入ります。 

まず１番目、「平成２１年第４回港区議会定例会質問事項について」。庶務課長、ご説明お願いい

たします。 

○庶務課長 それでは、昨年でございますが、１１月２６日から１２月４日まで、港区議会第４回

定例会が開会され、その中で教育長に対する質問がございましたので、その内容についてご報告を

させていただきます。代表・一般質問合わせまして、１０人の議員の方からご質問等がございまし

たが、そのうち教育にかかわるご質問については、資料の記載のとおり、６人の方からございまし

た。 

まず自民党議員団の二島豊司議員からは、義務教育の区立学校の果たすべき役割についてという
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ことでご質問がございました。あわせて区立幼稚園の３年保育についてのご質問がございました。 

公明党議員団の杉本とよひろ議員からは、情緒障害特別支援学級、赤坂中学校に中学校で初めて

設置をいたします、情緒障害特別支援学級についてのご質問がございました。 

フォーラム民主の杉浦のりお議員からは、学校選択希望制についてのご質問がございました。 

自民党議員団の池田こうじ議員からは、区民のスポーツニーズの把握についてご質問がございま

した。 

共産党議員団のいのくま正一議員からは、ゲートボール場の設置についてと新郷土資料館の設置

について、さらに全国学力テストについての３点でご質問がございました。 

公明党議員団の古川伸一議員からは、区内の文化教養施設の活用について、それから郷土資料館

の活用について、この２点についてご質問がございました。 

簡単ではございますが以上でございます。 

○小島委員長 ただいまの説明に対して、何かご質問ございますでしょうか。 

○澤委員 この二島議員の区立幼稚園の３年保育についての質問の趣旨と、杉本とよひろ議員の情

緒障害への理解と啓発の充実についてと、杉浦のりお議員の学校選択希望制について、それからい

のくま正一議員の全国学力テストについて、これについて簡単に、どんな趣旨のご質問なのか説明

いただけますか。 

○庶務課長 まず二島豊司議員の幼稚園の３年保育に関するご質問については、その前の第３回定

例会中の決算特別委員会の総括質問で、同じ自民党議員団の森野弘司郎議員からもご質問いただい

ております。趣旨は、区立幼稚園の３年保育をもっと拡大すべきであり、そのための努力を教育委

員会はしっかりやってくれということでございます。全力を挙げて取り組むという答弁をさせてい

ただいております。 

それから杉本とよひろ議員の情緒障害特別支援学級については、先ほどちょっと触れましたよう

に、赤坂中学校で、中学校として初めてこの特別支援学級の設置をするに当たりまして、保護者あ

るいは一般の方々に対してどのような周知を図って理解を求めてきたのかといったような経過、あ

わせまして、この赤坂中学校にこの特別支援学級を設置することで、子どもたちがいわゆるノーマ

ライゼーションを身近に学ぶ場となるし、地域保護者の方々のご理解にも沿うであろうといったよ

うな趣旨で、理解と啓発の充実についてのご質問がございました。それまでの取り組み、その以前

から平成２０年から、ずっと地域の方々、保護者の方々と相談をし、また実際に既に他の区で特別

支援学級を設置している学校の現地視察、こういったものも実施する中で、周知とともにご理解を

いただくようにするという趣旨で答弁をさせていただいております。 

それから学校選択希望制については、これは地区教育会議の中でも若干出てきた部分でございま

すが、保護者のかなりの方は学校選択希望制を支持されているけれども、地域の方々は必ずしもそ

うでもない意見もあるようだと。そういう点を踏まえて、今後、選択希望制について何か考えてい

くべきではないかという趣旨でございます。基本的に学校選択制の内容を見直すとかいったような

答弁ではございませんが、そういった声があるのも重々承知しているので、そういった点も配慮し
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ながら適切な運営に努めていくという趣旨のご答弁をさせていただいております。 

あとは、いのくま正一議員の全国学力テストでございますが、昨年まで全国学力テスト――すみ

ません、学力テストではなく学力調査です――学力調査は、いわゆる全学校を対象に行っておりま

したが、来年度から抽出方式に変えるという方針が国から打ち出されているようです。その抽出に

当たって、言ってみれば抽出範囲、あるいは実施をする自治体についても、できるだけ範囲を狭め

るような、そういったような要請を国にすべきではないかといったような趣旨の質問でございまし

た。これに関しては、この調査は対象とならなかった学校においても十分に活用できる部分がある

ということで、国に対してそういう要請をすることは考えていないという趣旨のご答弁をさせてい

ただいております。 

○澤委員 ありがとうございます。 

○小島委員長 よろしいですか。 

○澤委員 それに関連して、まず一つは、赤坂中学校の情緒障害の学級、４月からスタートという

ことですけれども、これは伊藤庶務課長、新宮学務課長なのかわかりませんけれども、希望の方は

大分はっきりしてきているのですか。 

○学務課長 情緒障害学級以外、知的障害を含めて、新たに入学する生徒たちを、就学支援委員会

という会があるのですが、その中で専門家を交えてどういう教育を進めるのかという、必ずそこを

通るのですけれども、赤坂中学校に関して、今のところ３人ということで進めてございます。 

○澤委員 なるほど。それともう一つは、「学力テスト」と言わないのですか。 

○小島委員長 いや、調査。 

○澤委員 これ、抽出ということになると、区としての利用価値というのは何かあるのですか。 

○指導室長 国の方では、抽出は対象校ですので、データを国の方に上げて、３月までデータを落

としますけれども、出しますけれども、そのほかは希望調査といいまして、希望する自治体の学校

レベルで問題用紙を配布いたしますので、希望があればやって結構ですよと。ただしデータについ

ては、特に国に上げる必要性もありませんし、またその国語・数学のＡ・Ｂという問題のどれを実

施するかはその自治体の判断に任されているという趣旨の……。 

○澤委員 なるほど。 

○庶務課長 ですので本区ではそれを活用して学力向上を図っているという答弁をしてございます。 

○澤委員 そうなのですね。私も経費節減や何かで絞っていただくのは結構だけれども、では実施

されないところは、何もわからないのではないかと。では、区としてはできるだけそれを区として

活用する方向で今検討している。わかりました。 

○小島委員長 その場合、港区は全部参加しないとか、そういうこともできるのですか。抽出方式

で。 

○指導室長 国からしてみれば、東京都全体の広域で考えておりますし、また児童生徒数等によっ

て抽出されるであろうと思いますので、小学校も中学校も１校も抽出されていない区もあるように

聞いております。この抽出の数については、正式な抽出校が決まるまでは、国の方は公表するなと
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言っておりますが、私どもの区には抽出校があります。今の段階ではいただいております。ですか

ら、基本的には港区の場合は、港区の学力向上、そして区の事業と国との対比で成果や効果をはか

ることも可能ですので、教育委員会としては各学校でやっていただきたいというスタンスで学校に

はお知らせしてございます。 

○澤委員 要するに学力の数値だけが一人歩きするとまずいのですけれども、先ほどの教育委員会

の事業ではないけれども、教育だってきちんと数値で把握できるところは把握して、いいところは

さらに進めるし、何か問題点があればそこを改善するということが大事です。区としては自分で問

題つくってやるっていうのは、またこれは大変だから。ぜひとも積極的に活用するということは、

私は個人的には賛成ですけれども。 

○小島委員長 澤委員、よろしいですか。 

○澤委員 はい。 

○小島委員長 この二島議員の１番目の、義務教育の区立学校の果たすべき役割、これは極めて大

きな問題ですが、この区立と私立の違いについて、区立小中学校の運営については、これはどうい

う視点から質問が出たのでしょうか。 

○庶務課長 まず前提条件として、公立学校は非常に多様な環境にある子どもさん、多様な価値観

をお持ちの保護者の子どもさんを教育する場だと。そういった多様性というものを十分踏まえた上

で、それを生かした教育が必要であろうという二島議員ご自身のお考えがあって、それを前提にし

た上で、改めて公立と私立の違い等についてご質問をされ、さらに多様性を踏まえた小中学校の運

営、こういった部分についてどのように考えているのかという趣旨でご質問をいただいたものでご

ざいます。 

○小島委員長 どのようにお答えしたのですか。 

○庶務課長 まず公立と私立の違いについてですけれども、これはこれまでも議会等で披露させて

いただいておりますけれども、地域で誕生して地域に育てられた、それが公立の学校、区立学校で

あると。一方、私立学校は、独自の教育方針を持って設立し運営されている、これが大きな違いつ

まり設立基盤が大きく違っているということです。ただし、実際に教育の場で行われる教育課程の

編成等については、一部道徳を宗教にかえられるといったような違いがありますが、基本的には公

立も私立も変わることはありません。 

それから小中学校の運営については、いわゆる多様な環境にある子どもたちの教育に対応すると

いう、この点については同趣旨の答弁で、一人一人の多様な能力を最大限伸ばす学校、今後ともそ

ういう視点で、地域ととともに育つ区立学校のよさを最大限に生かして個性を伸ばす教育を行うこ

とで区民に信頼され、区民とともにあり、子どもたちが誇れる学校にしていくと、そのように答弁

をさせていただきました。 

○小島委員長 二島議員の方は、公立学校はいろいろな環境に、親御さんとかいろいろな素質とい

うか、いろいろな環境、多様性のある人を十分受け入れて、その一人一人の個性を丁寧に伸ばして

あげなさいというような趣旨ですか。 
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○庶務課長 はい。 

○小島委員長 わかりました。ほかに何か質問ございますか。よろしいですか。 

それでは、この件についてはこの程度とします。 

 

２ 新教育センターの整備状況について 

○小島委員長 続きまして、「新教育センターの整備状況について」。教育政策担当課長お願いいた

します。 

○教育政策担当課長 新教育センターの整備につきましては、これまでも折に触れて当委員会でご

報告をさせていただいているところでございます。この新教育センターの整備に当たりましては、

国、気象庁の庁舎と、港区の教育センターの複合施設として整備すること及びこの整備手法、特に

建物の建設とその建物自体の維持管理等については、ＰＦＩ事業という手法を使って整備をすると

いうところまでは確定しておりまして、それを前提にして、国との委託契約等の必要な手続を進め

てまいりました。その中で、昨年７月からこのＰＦＩ事業者の決定に向けて、公募という形で広く

募集をいたしまして、その選定の作業を進めてきた結果、昨年の１２月２４日に最終的にＰＦＩ事

業者――この時点ではまだ候補者ということになりますけれども――が決定をしましたので、その

内容についてご報告をするものでございます。 

 資料１をご覧ください。資料の中程で示しております、上から四つ目の項目、落札者でございま

すが、資料にあるとおり大成建設グループが候補者として決定をいたしました。構成員は資料のと

おりでございます。その落札金額でございますけれども、１８３億円余でございました。提案の内

容の大きな柱の一つである建物の概要でございますが、提案内容によりますと、建物の階数として

は地上１４階地下２階、延べ面積としては約４万２，０００㎡余、建物の高さといたしましては約

８０メートルと、こういった規模の建物の設定をしてございます。 

 ただ、米印にありますとおり、これは提案時の内容でございまして、今後詳細な基本設計、実施

設計をしていくことになりますけれども、その過程において若干数字の増減がある可能性があると

いうことをご理解いただきたいと思います。 

 このＰＦＩ事業の予定でございますけれども、今年に入りましてから１月に、国とこの落札者が

基本協定を結んでございます。１月中に落札者が特別目的会社（ＳＰＣ）を設立いたしまして、そ

の設立後は、その特別目的会社が中心となって事業の展開をしていくということになります。 

 ２月に区と国と事業者（特別目的会社ＳＰＣ）が三者覚書を交わし、さらに国と事業者が事業契

約を結ぶと同時に、区と事業者が維持管理等委託契約をする。しかる後にＰＦＩ事業が進行してい

くという手はずになってございます。 

 なお、資料にはございませんが、この建物の完成、引き渡しは、現時点では平成２５年秋、９月

末ごろを予定してございます。引き渡しを受けた後、新教育センターの内部等の整備が必要になり

ますけれども、それを整備しまして、２５年度中にはオープンにこぎつけたいと考えてございます。 

 説明は以上でございます。 
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○小島委員長 いよいよＰＦＩ事業者が決まるということなのですが、何かご質問ございますでし

ょうか。この案件はかなり当委員会でも議論した件で、事業者が決まって、今後その方向でやって

いただくということですので、この件はこの程度でよろしいですか。 

 

３ インフルエンザ様疾患による臨時休業等について 

○小島委員長 それでは続きまして、「インフルエンザ様疾患による臨時休業等について」。学務課

長、お願いいたします。 

○学務課長 資料ナンバー４をご覧いただきたいと思います。インフルエンザ様疾患による臨時休

業等についてでございます。 

 １の「期間」ですけれども、平成２１年９月１日から平成２１年１２月２５日、２学期の部分に

なります。２の「対象」は、区立幼稚園、小学校、中学校。３は、「第２学期のインフルエンザ様疾

患による臨時休業等措置状況」ですけれども、（１）の臨時休業実施の学校推移でございます。幼稚

園は１２園あるうちの園閉鎖が１園、学級閉鎖が６園。小学校は１９校あるうち、学年閉鎖が１１

校、学級閉鎖は１９校ございまして１９校。中学校は１０校のうち、学年閉鎖をしたのが３校、ま

た学級閉鎖は中学校は全ての学校で、１０校で学級閉鎖がございました。 

 続きまして「（２）臨時休業等実施学級数」ですけれども、幼稚園は３９学級あるうちの休園が１

園です。学級閉鎖は１１学級です。小学校は２１９学級のうち学年閉鎖が１８学年、学級閉鎖が１

２１学級。中学校は６０学級ありますうち、学年閉鎖が５学年、学級閉鎖が４３学級でございます。 

 なお、数は延べ数になりますので、複数回学級閉鎖をしたところもございます。 

 学級閉鎖の基準についてですけれども、２学期はクラスの在籍児童、生徒数が大体１０％を目安

としておりましたけれども、３学期に入りまして、新型インフルエンザの罹患の状況ですとか、ワ

クチン接種も始まったことなどを考慮しまして、若干緩やかに１０％から２０％を目安とすること

としてございます。また、３学期の状況ですけれども、学級閉鎖は今のところございません。イン

フルエンザ様症状による欠席者数ですけれども、大体今の状況ですと、幼稚園が４人、小学生が１

４人、中学生が６人と、平成２２年１月１７日現在での数字でございますが、このような状況にな

ってございます。 

 簡単ですが説明は以上でございます。 

○小島委員長 ただいまの説明に対して、何かご質問ございますでしょうか。 

 大分落ち着いてきたのですかね、この今の３学期のお話を聞いていると。 

○学務課長 はい、大分落ち着いてきております。東京都のインフルエンザ流行警報というのが１

０月２８日に出されておりましたが、１月１３日で警報解除ということで、全国的にも鎮静化され

ているということです。 

○小島委員長 ２学期は大変でしたよね。よくこれで授業時間が足りなくなってというのがありま

したけれども、港区はどうでしたか。インフルエンザ関係で何か。 

○指導室長 ２学期末までの時間数を想定してプラス３学期までの時間数を想定していただいて、
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足りないところについては土曜日に新たにやるとか、あるいは７時間目までやるとかいうような、

各学校の対応をしてございます。ただ、あらかじめ年間で余剰時数というのがございますので、そ

の中で間に合う学校については、特にその点保護者への理解を求めた上でそのままの課程で進めて

いるという状況もあります。 

○小島委員長 他に何かご質問よろしいですか。 

 それでは、この件はこの程度とします。 

 

４ 幼児・児童・生徒の事故発生状況について 

○小島委員長 続きまして、「幼児・児童・生徒の事故発生状況について」。学務課長お願いします。 

○学務課長 それでは資料ナンバー５をご覧いただきたいと思います。幼児・児童・生徒の事故に

ついて、昨年の９月から１２月分までの報告でございます。本日の報告の内容は、子どもたちの事

故について、入院もしくは通院が６日以上のものでございます。件数の合計は右下の欄に記載して

ございますが、２学期は合計５件でございます。１枚おめくりいただきますと詳細な資料がついて

ございます。１件１件簡単にご説明をいたします。 

まず赤坂小学校の６年の男子です。９月２８日月曜日、授業前の休憩時間中、朝の７時５０分で

すけれども、連合運動会のハードル走に出場するための朝練を行っておりまして、その最中、ハー

ドルに引っかかって転倒、手をついて右腕を骨折したという状況でございます。 

 次も赤坂小学校３年男子になります。１０月２２日木曜日、体育の授業中ですけれども、運動会

の団体種目、棒引きという種目がございますけれども、これの練習をしていたところ、スタート直

後走っていたときにカーブのところでつまずいて転倒、左腕を骨折したということでございます。 

 次は南山幼稚園４歳児男子です。１１月２日火曜日、保育時間中に補助なしの自転車に乗ってい

たところ、自転車置き場に行くときに自転車前輪が縁石に乗り上げて転倒、左ひじを骨折したとい

うことでございます。 

 続きまして高輪台小学校４年女子です。１１月１３日金曜日、５時間目の授業が終了した休憩時

間中に３階から２階から降りてくる際に、階段を踏み外し右足首をひねって剥離骨折をしました。 

 最後はこれも高輪台小学校になります。４年男子です。１１月２０日の金曜日、理科実験の終了

後、理由はわかりませんが児童同士でけんかになりまして、理科で使っていた空気鉄砲を投げられ

た児童が投げ返したところ、投げた児童の左側頭部に当たり、耳の脇１センチ程度を負傷、治療と

して３針ほど治療をしたということでございます。 

 報告は以上であります。 

○小島委員長 ただいまの説明に対して、何か質問はあるでしょうか。件数としてはそれほど多く

なかったような感じを受けましたが。同じ小学校で骨折事故が続くというのは、まためずらしい。 

空気鉄砲が破裂したのでしょうかね。何で３針縫うことに。 

○南條委員 これによって学校側に保護者の方のクレームとかそういうのは来ているのですか。 

○学務課長 学校の対応として、保護者に謝罪をするという経緯はありますけれども、それに対し
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て保護者からクレームを受けたという報告はございません。 

○澤委員 時間がないので一つだけにします。この２番目の赤坂小学校の３年男子の左腕の「とう

骨・尺骨」というのですかね、これはどの辺のことですか。 

○学務課長 たしか、腕の親指側がとう骨、外側が尺骨ですね。そこを骨折しました。 

○澤委員 なるほど。 

○学務課長 両方にやってしまったと。 

○小島委員長 それでは、この件はこの程度でよろしいですか。 

 

５ 生涯学習推進課１２月事業実績と１月事業予定について 

○小島委員長 続きまして、「生涯学習推進課１２月事業実績と１月事業予定について」。この件に

つきましては、資料の配布をもって報告をいたしますので、後ほど資料の報告をご覧ください。 

 何か特に報告することございますか。 

○生涯学習推進課長 ありません。 

 

６ 生涯学習推進課各事業別利用状況 

○小島委員長 続きまして、「生涯学習推進課各事業別利用状況」。この件につきましても、資料の

配布をもって報告といたしますので、後ほど資料７をご覧くださいますようにお願いいたします。 

 特にないですか。よろしいですか。 

 

 ７ 図書館・郷土資料館の１２月行事実績と１月行事予定について 

○小島委員長 それでは続きまして、「図書館・郷土資料館の１２月行事実績と１月行事予定につい

て」。この件につきましても、資料の配布をもって報告といたしますので、後ほど資料８をご覧いた

だきますようにお願いいたします。 

 何か報告することありますか。 

○図書・文化財課長 特にありません。 

 

８ 指導室１月行事予定表 

○小島委員長 それでは、「指導室１月行事予定表」。この件につきましても、資料の配布をもって

報告といたしますので、後ほど資料９をご覧くださいますようにお願いいたします。 

指導室長、何か特にご報告することは。 

○指導室長 特にございません。 

○小島委員長 特によろしいですか。今の５番から８番までの件で、何か質問することございます

か。 

○南條委員 つばさ教室の方には、今現在何人ぐらい。 

○指導室長 ちょっと正確な数字を今お伝えできませんけれども、６人ぐらいだと……。ちょっと
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今確認してからまたお知らせいたします。 

○南條委員 ５、６人ぐらい。ありがとうございます。 

○小島委員長 ほかにどなたかよろしいですか。それでは、本日予定した案件は全て終了しました

が、ほかに何かございますか。 

○澤委員 一つ、そのときに言えばよかったのですけれども、生涯学習推進課で運動場の利用拡大

ということで、区民にとってはありがたいことです。私もテニスをやっていて、今冬場は６時まで

なのですね。今オムニコートですが、オムニコートに関しては、赤坂だいすけ議員が――あれは世

界に認められていないという話があるのですけれども、あのコートは結構いろいろな面で使いやす

い。だから冬場も６時で終わる必要があるのかという、そういう意見も仲間から出ています。要す

るに利用拡大という意味で。日比谷に東京都のコートがあるのですけれども、東京都は４時で終わ

ってしまうのですよ。だからそれに比べればうちはずっと利用者に便利です。ただ、大体抽せんで

かなり申し込まないとなかなか当たらない。特に夜とか土日とかは。それで、時間の延長の可能性

があるのかどうか、ちょっと検討していただけると区民にとってもありがたいのではないかと思い

ます。以上です。 

○小島委員長 生涯学習推進課長、何か一言コメントは。 

○生涯学習推進課長 ご指摘のコートは、どこのテニスコートを指してのことですか。 

○澤委員 そうですね、一般的に。 

○生涯学習推進課長 一般的に。 

○澤委員 芝浦とか、場所によってちょっと違うみたいなのですけれどもね。私が利用しているの

は主として青山でが、そういうのは個人的なことなのでどうでもいいのですけれども。 

○生涯学習推進課長 ちょっと経緯等も調べてみないと何とも言えないのですが、運動場の周りの

住民の方との関係ということで、かなりいろいろあるように記憶しております。それで、テニスコ

ートに関しては、例えば音の問題とか、あとは、夜間もし使われるようなところで、照明の問題と

かいろいろございますので、よく調査をし、調整をさせていただきたいと思います。 

○小島委員長 よろしくお願いします。それでは指導室長。 

○指導室長 先ほど委員ご質問の、つばさ教室への通級の生徒数ですが、現在７名です。 

○南條委員 ７名。 

○指導室長 はい。ただ、体験入級ということで、さらにそれ以上生徒が通っております。以上で

ございます。 

○小島委員長 よろしいですか。 

○南條委員 ありがとうございます。 

 

「閉 会」 

○小島委員長 では、ほかになければ、これをもって閉会とさせていただきます。 

 なお、本日は午後から高陵中学校の視察を予定しておりますので、よろしくお願いします。 
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 そして次回は、２月９日火曜日午前１０時を予定しております。 

 どうもありがとうございました。 

（午前１１時５９分） 
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